
・Robust wireless sensor/actuator network ・Consumer device, system and services
・Wired/wireless mesh network ・Heterogeneous network convergence
・Sliding window‐based support vector regression ・Intelligent Informatics
・Machine learning and deep neural network           ・RPL, 6lowpan, IEEE802.15.4e, IEEE802.15.6
・Energy management system                                     ・IoT, CPS, M2M, etc.

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : Heterogeneous network convergence、Intelligent informatics、IoT、CPS、DNN
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峰野 博史

ヘテロジニアスネットワークコンバージェンス
による知的IoTシステム

・ロバスト無線センサ／アクチュエータネットワークシステムの実証研究
・モバイルデータ３Dオフローディングと高忠実エミュレーション環境に関する研究
・ユビキタス＆パーベイシブセンシングとセンサデータからの知識発見、異常検知
・オミクス解析に基づく高度農業ICT向け情報協働栽培システムに関する研究
・高齢化社会における介護負担軽減に向けた知的IoTシステムに関する研究
・機械学習や深層学習を用いた人知を超えた知的IoTシステムの創成

数多くの情報機器があふれ、その使われ方も複雑化、高度化してきています。当研究室では、多種多様なモノ
の自然な連携（IoT: Internet of Things）や、仮想世界と物理世界の自然な調和（CPS: Cyber Physical System）を
実現する通信技術や情報処理技術の創製、開発を基盤としたテーマを研究しています。

特に有線/無線通信を駆使して世の中のいたるところに無線センサ/アクチュエータノードを設置し、情報の発見
だけでなく高信頼な知的無線制御の実現を目指す『ヘテロジニアスネットワークコンバージェンスグループ』と、多
種多様な複雑な要素からなる現象のデータから機械学習や知的処理を用いて状況・状態推定や将来予測、意思
決定支援だけでなく、遅延耐性あるモバイルデータやスパイク的制御シグナルに対し、時間的・空間的・通信路的
に知的にオフローディングを図る『インテリジェントインフォマティクスグループ』の２グループで、次に来るべき新
時代の情報化社会の実現を目指し研究を進めています。

・ 特筆すべき研究ポイント：
様々な異種ネットワーク上のイベントとアクションを連携可能とするヘテロジニアスネットワークコンバージェン

スを実現することで、利用者が容易に異種ネットワーク上の情報を組み合わせて連携させたアプリケーションを
設定し利用することができるようになる。また、収集したセンサデータから、状況・状態推定や将来予測を行い、
人知を超えた制御へフィードバック可能な知的IoTシステムの実現を目指し研究開発している。

・新規研究要素：
特性が経時変化する時系列データに対して、適切な学習データ量を自動的に抽出し、予測精度が向上するよ

う自律的に予測モデルを構築し続けることのできる機械学習アルゴリズムSW-SVRを研究開発した。適切な学習
データ量を自動抽出し、予測精度が向上するよう自律的に予測モデルを構築し続けることのできる革新的な機
械学習アルゴリズムで、植物生育状態を予測し制御する革新的農業IoTシステムなど実証研究を進めている。

・従来技術との差別化要素・優位性：
様々なセンサネットワークへ共通インタフェースでアクセスできるようにすることで、世界規模の様々な環境情

報を可視化しようとする研究は盛んに行われてきたが、本研究では可視化だけでなく、これまで繋げることので
きなかったイベントとアクションを柔軟に連携させたり、データストリーム処理が可能となり、様々なアプリケーショ
ンへの応用が期待できる。

Wired/wireless mesh 
network

1 High fidelity emulation 2

Robust sensor/actuator 
network

3 Mobile data offloading4

Worklog
generation

1 Fluid intake
estimation

2

Smart agriculture3 Spatial interpolation4

自動車内における情報提示や操作を伴うインタフェースデザイン
・人と共存するロボットなどの知的人工物との共生のためのインタラクションデザイン
・エモーショナルなモノの開発
・コミュニケーションを活性化やコミュニティの形成を促進するためのメディア開発
などのICT応用領域

■ 技術相談に応じられる関連分野

■ その他の研究紹介

Keyword : HAI(Human-Agent Interaction)、HRI(Human-Robot Interaction)、インタフェースデザイン
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竹内 勇剛

人間の認知的姿勢に従った自然なコミュニケーションを
実現するための手法やメディアの開発・評価

・ 音声対話におけるパラ言語的要素の変化に対する人間の行動への影響に関する研究
・ 身体性を有するエージェントとの対話を通した自然なコミュニケーション環境の創出に関する研究
・ メディアコミュニケーションにおける共存在感に関する研究
・ コンピュータを始めとする知的な機械とのインタラクションを通した人間の対人的反応に関する研究
・ CGクリーチャとの音声対話インタラクションにおける話題創出過程に関する研究

・特筆すべき研究ポイント：
エンジニアとユーザのモノに対する姿勢の食い違いを埋めることができ、エンジニアの目的としたユーザ行動に

指向させることが可能になること。また、それらの根拠を定量的に呈示し、実証的な裏付けを取ることができるこ
と。

高度な技術的改良を必要とせず、非常に簡単なインタラクションを通してそれらが実現できること。従って製品
開発プロセスやコストにはほとんど影響しない。
・新規研究要素：

技術の領域に人間の認知的姿勢の観点を計画的に取り入れた技術開発をするアプローチは、現在のところ世
界的に見てもほとんど皆無であると思われる。

最終的には技術ではサポートできない人間の行動に依存した安全な運転行動のデザインや効果的な学習意欲
を高める教育教材の開発、ユビキタス社会を見据えた不特定多数が利用する情報システムのインタフェースデ
ザイン開発などの領域から、共同研究のオファーがある。
・従来技術との差別化要素・優位性：

要素技術をより効果的にコンシューマ商品としての付加価値を高めるものとして利活用するための人間科学的
技術を加えることでの寄与。

エンジニアにとっての「いいモノ」とコンシューマにとっての「いいモノ」の齟齬の解消。
・特許等出願状況：
「感情誘導装置および感情誘導方法１」「感情誘導装置および感情誘導方法２」
Ａ企業との共同研究により特許２本申請中
他特許２本 Ｂ企業に帰属

実験やシステムの設
計・開発を通して，身
体性に基づくインタラ
クションに着目する．

ナチュラルナチュラル
インタラクションインタラクション

人間に自然なインタラクション
システムの設計・開発

• 音声の韻律的特徴によ
る選好的行動の誘発

• 実世界に埋め込まれた
情報提示を利用した
カーナビの開発

• 多元的な情報提示に対
する認知的負荷の少な
い方法の開発

• 音声の韻律的特徴によ
る選好的行動の誘発

• 実世界に埋め込まれた
情報提示を利用した
カーナビの開発

• 多元的な情報提示に対
する認知的負荷の少な
い方法の開発

人や自律ロボットなど
との社会的なインタラ
クションに着目する．

エージェントエージェント
インタラクションインタラクション

• ロボットとの協調的なインタ
ラクション系を構築する研究

• 原初的なインタラクションを
通した「ひとらしさ」の認知に
関する研究

• ロボットとの協調的なインタ
ラクション系を構築する研究

• 原初的なインタラクションを
通した「ひとらしさ」の認知に
関する研究

人のコミュニケーションに関する認知
科学的アプローチに基づく基礎研究

先端技術を通して，
人と情報，人と社会，
人と人を結ぶシステ
ムによるインタラク
ションに着目する．

ソーシャルソーシャル
インタラクションインタラクション

• 対話に参与するため
の空間的位置取りの
ための相互作用に関
する研究

• 視線を利用した無自
覚的な社会的関係の
構築に関する研究

• 対話に参与するため
の空間的位置取りの
ための相互作用に関
する研究

• 視線を利用した無自
覚的な社会的関係の
構築に関する研究

対話環境における人間の認知
的特性を利用したメディア開発

Social Existential Agent Management Researches
< SEAMRESSEAMRES >
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人や自律ロボットなど
との社会的なインタラ
クションに着目する．
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インタラクションインタラクション

• ロボットとの協調的なインタ
ラクション系を構築する研究
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的特性を利用したメディア開発

Social Existential Agent Management Researches
< SEAMRESSEAMRES >

ある状況（環境・コンテキスト・意図など）における人間の行動に対する認知的・心理的情報処理プロセスを実
証的な実験を通して明らかにし、ユーザの心理的状態を利用してモノとの間に社会的な関係を形成させることで、
ユーザの行動やモノに対する姿勢を恣意的に誘導することを可能にすることができる。電

子
情
報
通
信
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